
日商簿記3級 頻出論点だけで合格ライン講座

第1回 追加問題集
簿記の超基礎(仕訳のルール・B/S・P/Lの5要素)

動画内の演習よりも問題数を増やし、内容を定着させるための問題集です。各大問は「問題ペー
ジ」の直後に「解答・解説ページ」を置いています。動画を見た後、この問題集だけで一通り復
習できるように作っています。

・ 大問1 5要素の分類(20問)
・ 大問2 借方・貸方の判定(15問)
・ 大問3 基本の仕訳(12問)
・ 大問4 複合・応用の仕訳にチャレンジ(6問)



大問1 5要素の分類
次の勘定科目を「資産・負債・純資産・収益・費用」に分類しなさい。

No 勘定科目 あなたの解答

1 現金  

2 当座預金  

3 売掛金  

4 貸付金  

5 備品  

6 建物  

7 土地  

8 借入金  

9 買掛金  

10 未払金  

11 資本金  

12 繰越利益剰余金  

13 売上  

14 受取手数料  

15 受取利息  

16 給料  

17 支払家賃  

18 通信費  

19 水道光熱費  

20 旅費交通費  



大問1 解答・解説

N
o 勘定科目 正解 考え方

1 現金 資産 会社が持つ財産そのもの

2 当座預金 資産 銀行に預けている会社の財産

3 売掛金 資産 商品を売ってまだもらっていない代金(後で受け取る権利)

4 貸付金 資産 他社などに貸したお金(後で返してもらう権利)

5 備品 資産 会社が使う道具・設備という財産

6 建物 資産 会社が所有する建物という財産

7 土地 資産 会社が所有する土地という財産

8 借入金 負債 銀行などから借りたお金(後で返す義務)

9 買掛金 負債 商品を仕入れてまだ払っていない代金(後で払う義務)

10 未払金 負債 備品などを買ってまだ払っていない代金(後で払う義務)

11 資本金 純資産 株主が出資した元手

12 繰越利益剰余
金 純資産 過去からの利益の積み重ね

13 売上 収益 商品を売って得た儲けの原因

14 受取手数料 収益 サービス提供などで得た儲けの原因

15 受取利息 収益 貸付金などから得た利息という儲け

16 給料 費用 従業員に払う人件費(儲けを減らす)

17 支払家賃 費用 家賃という費用(儲けを減らす)

18 通信費 費用 電話・郵便代などの費用

19 水道光熱費 費用 電気・水道・ガス代などの費用

20 旅費交通費 費用 出張・移動にかかる費用

ポイント:資産・負債・純資産は貸借対照表(B/S)に、収益・費用は損益計算書(P/L)に載る科目です。「後で払う
/受け取る」お金の権利義務(売掛金・買掛金・貸付金・借入金・未払金)は資産か負債かで迷いやすいので要注意
。



大問2 借方・貸方の判定
次の増減・発生は「借方」「貸方」どちらに記入するか答えなさい。

No 取引 あなたの解答

1 現金が増加した  

2 現金が減少した  

3 売掛金が増加した  

4 売掛金が減少した(回収時)  

5 買掛金が増加した  

6 買掛金が減少した  

7 借入金が増加した  

8 借入金が減少した  

9 未払金が増加した  

10 資本金が増加した  

11 備品が増加した  

12 給料(費用)が発生した  

13 通信費(費用)が発生した  

14 売上(収益)が発生した  

15 受取手数料(収益)が発生した  



大問2 解答・解説

N
o 取引 正解 考え方

1 現金が増加した 借方 資産の増加は借方

2 現金が減少した 貸方 資産の減少は貸方

3 売掛金が増加した 借方 資産の増加は借方

4 売掛金が減少した(回収時) 貸方 資産の減少は貸方

5 買掛金が増加した 貸方 負債の増加は貸方

6 買掛金が減少した 借方 負債の減少は借方

7 借入金が増加した 貸方 負債の増加は貸方

8 借入金が減少した 借方 負債の減少は借方

9 未払金が増加した 貸方 負債の増加は貸方

10 資本金が増加した 貸方 純資産の増加は貸方

11 備品が増加した 借方 資産の増加は借方

12 給料(費用)が発生した 借方 費用の発生は借方

13 通信費(費用)が発生した 借方 費用の発生は借方

14 売上(収益)が発生した 貸方 収益の発生は貸方

15 受取手数料(収益)が発生した 貸方 収益の発生は貸方

ポイント:「増えた/発生した」ときは資産・費用→借方、負債・純資産・収益→貸方が基本。「減った」ときは
その反対側になります(例:買掛金や借入金の減少は借方)。



大問3 基本の仕訳
次の取引を仕訳しなさい。「借方」「貸方」の欄に科目と金額を書き込みましょう。

No 取引 借方 貸方

1 会社の設立にあたり、株主からの出資を
受けて現金300,000円を受け取った   

2 銀行から現金200,000円を借り入れた   

3 商品を販売し、代金600円を現金で受け取
った   

4 事務用の備品40,000円を購入し、代金は
現金で支払った   

5 従業員に給料150,000円を現金で支払った   

6 事務所の家賃50,000円を現金で支払った   

7 電話代(通信費)8,000円を現金で支払った   

8 銀行預金の利息300円を現金で受け取った   

9 コンサルティングの手数料として現金20,
000円を受け取った   

10 借入金50,000円を現金で返済した   

11 電気代(水道光熱費)6,000円を現金で支払
った   

12 取引先訪問のための電車代(旅費交通費)1,
200円を現金で支払った   



大問3 解答・解説

No 借方科目 金額 貸方科目 金額

1 現金 300,000 資本金 300,000

2 現金 200,000 借入金 200,000

3 現金 600 売上 600

4 備品 40,000 現金 40,000

5 給料 150,000 現金 150,000

6 支払家賃 50,000 現金 50,000

7 通信費 8,000 現金 8,000

8 現金 300 受取利息 300

9 現金 20,000 受取手数料 20,000

10 借入金 50,000 現金 50,000

11 水道光熱費 6,000 現金 6,000

12 旅費交通費 1,200 現金 1,200

1. 株主からの出資を受けて会社を設立したので、株主から集めた元手である資本金(純資産)が増え、その分だけ
現金(資産)も増える
2. 銀行からお金を借りると現金(資産)は増えるが、同時に「後で返す義務」である借入金(負債)も同額増える
3. 商品を売った瞬間に売上(収益)が発生し、代金をその場で現金で受け取っているので現金(資産)も増える
4. 備品という資産を手に入れる代わりに現金という資産を渡す取引。資産どうしの交換なので負債・純資産は動
かない
5. 働きへの対価を支払うと給料という費用が発生し、支払った分だけ現金(資産)が減る
6. 事務所を借りている対価である家賃は費用となり、支払った分だけ現金(資産)が減る
7. 電話代などの通信費は費用として発生し、支払った分だけ現金(資産)が減る
8. 預金などから生まれる利息は受取利息という収益であり、受け取った分だけ現金(資産)が増える
9. サービス提供の対価として受け取る手数料は収益であり、受け取った分だけ現金(資産)が増える
10. 借りていたお金を返すと「返す義務」である借入金(負債)が減り、その分だけ現金(資産)も減る
11. 電気代などの水道光熱費は費用として発生し、支払った分だけ現金(資産)が減る
12. 出張などの移動にかかる旅費交通費は費用として発生し、支払った分だけ現金(資産)が減る



大問4 複合・応用の仕訳にチャレンジ
次の取引を仕訳しなさい。貸借が2科目になる問題が含まれます(次回の予習も兼ねています)。

No 取引 借方 貸方

1 得意先から売掛金80,000円を現金で回収
した   

2 仕入先へ買掛金60,000円を現金で支払っ
た   

3 商品10,000円を販売し、代金は掛け(売掛
金)とした   

4 備品90,000円を購入し、代金は掛け(未払
金)とした   

5 借入金80,000円を、利息1,500円とともに
現金で返済した   

6 備品60,000円を購入し、現金50,000円を
支払い、残額は未払金とした   



大問4 解答・解説

No 借方科目 金額 貸方科目 金額

1 現金 80,000 売掛金 80,000

2 買掛金 60,000 現金 60,000

3 売掛金 10,000 売上 10,000

4 備品 90,000 未払金 90,000

5 借入金 80,000 現金 81,500

 支払利息 1,500   

6 備品 60,000 現金 50,000

   未払金 10,000

1. 売掛金は「後で回収する権利」。回収した時点でその権利(資産)が消え、代わりに現金(資産)を受け取る。資産
どうしの入れ替わりなので負債・純資産は動かない
2. 買掛金は「後で払う義務」。支払った時点でその義務(負債)が消え、現金(資産)も減る
3. 商品を売った時点で売上(収益)は発生するが、代金は未回収なので現金ではなく「後で受け取る権利」である
売掛金(資産)が増える
4. 備品(資産)を取得したが代金は未払いのため、「後で払う義務」である未払金(負債)が増える。買掛金は商品の
仕入、未払金はそれ以外の後払いに使う
5. 元本の返済(借入金という負債の減少)と利息の支払い(支払利息という費用の発生)は性質が違うので別科目で処
理する → 借方が2行になり、合計81,500円が貸方の現金と一致する
6. 備品の取得額60,000円のうち、現金で払った50,000円は資産の減少、残り10,000円は後払いのため未払金(負債
)の増加として処理する → 貸方が2行になる


